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ここで，Cp は乾燥空気の定圧比熱で Cp=1004 
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Abstract
　The outline of  a Flat Array Type Doppler Sodar is discussed and the field test 








プ Lp=C / Tpで空気中を散乱していく．音波の最
後の発信時間から ta後、グループの初めと終わ
りの間の空間的な広がりは




信する後方散乱の信号は C×（Tp + ta）/ 2から
C× ta / 2の間になる必要がある．このグループ
の長さは C×（Tp + ta）/ 2－ C× ta / 2 = Lp / 2．
言い換えれば実際の波長 Lpの半分である．これ




　δf = － 2－ furc 　　　　　　　　　　　　　　（3）


















































反対のビームについて平均し，θE =－ θW，θN =
－ θSとすれば，




























ΔZ = tav× C / 2に対応する．フーリエ変換理論
から解るように，時間 tavで可能な最良の周波数
解像は Δf  = 1 / tavである．
　ドップラーソーダの鉛直解像と解像可能な最大
周波数の間には次のような関係がある．
　ΔZ・Δf = ─c2 　　　　　　　　　　　　　（12）
10mの鉛直解像の場合には周波数解像は 17Hzが
可能である．例えば 2400Hzの場合には θ= 29度






























周波数 2850～ 4750 Hz 設定可
出力 2.5 W 設定可
使用周波数 80波長から最大 10波長選択 設定可
送受信アングル 0°、± 22°、± 26° 9ビーム設定可
垂直測定層 最大 100 設定可
垂直測定厚み 5～ 100 m 設定可
最低測定設置高度 10 m 最低層高度
最大測定設定高度 200 m～ 500 m マルチ周波数モード時
平均時間設定 1分～ 60分 パラメータ設定による
水平風速精度 0.1～ 0.3 m/s マルチ周波数モードにおいて
垂直風速精度 0.1～ 0.3 m/s マルチ周波数モードにおいて
風向精度 2～ 3° 風速 2 m/s以上
水平測定範囲 － 50～ +50 m/s
垂直測定範囲 － 10～ +10 m/s
動作温度範囲 － 35～ +50℃ アンテナ、プロセッシングユ
ニット
電力 ± 18VDC700Wピーク
平均 80～ 350 W








































































8月 4日 5日 6日 7日 8日
9時 200 200 200 200 200
200 200 200 200 200
200 200 200 200 200
200 200 200 200 200
200 200 200 200 200
200 200 200 200 200
10時 200 200 200 200 200
200 200 200 200 200
200 200 200 200 200
200 200 200 200 200
200 200 200 200 200
200 200 200 200 200
11時 200 200 200 200 200
200 200 200 200 200
200 200 200 200 200
200 200 200 200 200
200 200 200 200 200
200 200 200 200 200
12時 200 200 200 200 200
200 200 200 200 200
200 200 200 200 200
200 200 200 200 200
200 200 200 200 200
200 200 200 200 200
13時 200 200 200 200 200
200 200 200 200 200
200 200 200 200 200
200 200 200 200 200
200 200 200 200 200
200 200 200 200
14時 200 200 200 200 175
200 200 200 200 200
200 200 200 200 185
200 200 200 200 155
200 200 200 200 170
200 200 200 200 140
15時 200 200 200 180 145
200 200 200 165 165
200 200 200 200 190
200 200 200 200 200
200 185 200 200 170
200 160 200 200 180
16時 170 155 200 200 180
200 135 200 200 160
200 165 170 200 190
125 200 145 105 200
165 200 200 200 175
150 190 200 185 190
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